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1～2 ページ・・大地震に備えて 

3 ページ・・・・・住宅用火災警報器設置いよいよ義務化 

4 ページ・・・・・さつま町消防団の新体制 

わがまちの消防団（泊野・中央分団） 
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平平
成成

2233

年年
３３
月月

1111

日日

1144

時時

4466

分分
、、
日日
本本
中中
をを
、、
世世
界界
中中
をを
震震
撼撼
ささ

せせ
たた
「「
東東
北北
地地
方方
太太
平平
洋洋
沖沖
地地
震震
」」

がが
発発
生生
しし
まま
しし
たた
。。  

  

ここ
のの
地地
震震
にに
よよ
りり
、、
東東
北北
地地
方方
はは

多多
くく
のの
人人
命命
がが
失失
わわ
れれ
るる
なな
どど
のの

壊壊
滅滅
的的
なな
被被
害害
をを
受受
けけ
、、
今今
なな
おお
多多

くく
のの
方方
々々
がが
避避
難難
所所
生生
活活
をを
送送
らら

れれ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

未未
曾曾
有有
のの
被被
害害
をを
もも
たた
らら
しし
たた

「「
阪阪
神神
・・
淡淡
路路
大大
震震
災災
」」
やや
「「
新新
潟潟

中中
越越
地地
震震
」」
なな
どど
、、
全全
国国
各各
地地
、、
至至

るる
とと
ここ
ろろ
でで
大大
きき
なな
地地
震震
はは
繰繰
りり

返返
しし
発発
生生
しし
てて
いい
まま
すす
。。
事事
実実
、、
ささ

つつ
まま
町町
でで
もも
平平
成成
９９
年年
３３
月月
とと
５５

月月
のの
２２
回回
にに
わわ
たた
るる
鹿鹿
児児
島島
県県
北北

西西
部部
地地
震震
でで
大大
きき
なな
被被
害害
がが
でで
てて

いい
まま
すす
。。  

  

世世
界界
有有
数数
のの
地地
震震
国国
でで
ああ
るる
とと

言言
わわ
れれ
るる
日日
本本
でで
はは
、、
地地
震震
はは
「「
いい

つつ
でで
もも
どど
ここ
でで
もも
起起
ここ
りり
ええ
るる
災災

害害
」」
でで
ああ
るる
とと
受受
けけ
止止
めめ
なな
けけ
れれ
ばば

なな
りり
まま
せせ
んん
。。  

  

ここ
れれ
まま
でで
のの
地地
震震
のの
教教
訓訓
をを
思思

いい
返返
しし
てて
、、
日日
ごご
ろろ
かか
らら
万万
全全
のの
備備

ええ
をを
しし
てて
おお
きき
、、
「「
地地
震震
」」
にに
「「
自自

信信
」」
をを
もも
っっ
てて
対対
応応
でで
きき
るる
よよ
うう
にに

しし
てて
おお
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。  
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平成９年県北西部地震の被害 

写真上：旧宮之城高校校舎 

下左：県道 51 号（佐志） 

下右：国道 504 号（泊野） 

 ３月１１日に発生した、東日本大震災により亡くなられた皆
様のご冥福をお祈りするとともに、被災者の皆様の１日も早い
復旧と復興をお祈りいたします。 

さつま町消防本部



   
さ
つ
ま
町
地
域
防
災
計
画
に
よ
る
と
、

さ
つ
ま
町
に
も
被
害
が
及
ぶ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
地
震
と
し
て
、「
鹿
児
島
湾
直

下
想
定
地
震
」
と
「
県
北
部
直
下
想
定

地
震
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

予
想
さ
れ
る
震
度
と
し
て
は
、
震
度

６
弱
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
震
度
６
弱
の
地
震
は
、
立
っ
て

い
る
こ
と
が
困
難
で
、
家
具
等
が
倒
れ

る
な
ど
し
、
耐
震
性
の
低
い
建
物
で
は

倒
壊
の
可
能
性
も
で
て
く
る
な
ど
、
人

的
・
物
的
に
も
非
常
に
大
き
な
被
害
の

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
さ

つ
ま
町
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
や
孤

立
集
落
対
策
も
重
要
な
課
題
と
な
り
ま

す
。 

           

 

自
分
の
地
域
の
災
害
時
に
お
け
る

「
弱
点
」
を
全
員
で
共
有
し
、
そ
れ
を

地
域
み
ん
な
で
協
力
し
、
助
け
合
え
ば

克
服
で
き
る
と
い
っ
た
「
備
え
」
に
変

え
ら
れ
る
よ
う
、
自
助
・
共
助
が
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

   

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
り

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
死
者
の
約
８
割
は

家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
起
因
す

る
も
の
で
し
た
。
津
波
に
よ
る
被
害
が

考
え
に
く
い
さ
つ
ま
町
で
は
、
住
宅
の

耐
震
化
や
家
具
の
転
倒
防
止
を
図
る
こ

と
が
身
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。 

 

住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
必
要
な

補
強
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

            

 

ま
た
、
家
具
の
転
倒
に
よ
る
下
敷
き

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
寝
室
に
は
大
型
の

家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、

家
の
中
に
潜
む
危
険
を
な
く
す
こ
と
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

                  

自
分
ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
こ
と
で

も
、
地
震
発
生
の
初
期
か
ら
地
域
住
民

が
協
力
し
あ
う
こ
と
で
大
き
な
力
を
発

揮
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
元
消
防
団
は
地
域
の
実
情

に
詳
し
く
災
害
時
に
は
非
常
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

た
だ
、
行
政
や
消
防
団
の
限
界
を
超

え
た
大
地
震
の
時
に
は
、
地
域
の
防
災

力
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
も
現
状

で
す
。 

 

普
段
か
ら
地
域
内
で
の
交
流
を
深
め
、

防
災
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
場
合
に

は
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
震
は
い
つ

の
日
か
必
ず
や
っ
て
く
る
と
い
っ
た
認

識
を
ま
ず
持
つ
こ
と
が
、
地
域
防
災
に

は
非
常
に
重
要
で
す
。 

   

東
日
本
大
震
災
以
降
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
緊

急
地
震
速
報
」
。 

 

こ
れ
は
、
地
震
の
発
生
直
後
に
、
地

震
計
で
と
ら
え
た
観
測
デ
ー
タ
を
解
析

し
て
震
源
や
地
震
の
規
模
（
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
）
を
直
ち
に
推
定
し
、
地
震
の

到
達
時
刻
や
震
度
を
予
測
し
、
可
能
な

限
り
素
早
く
知
ら
せ
る
地
震
の
予
報
・

警
報
で
す
。 

 

た
だ
、
速
報
が
で
て
か
ら
地
震
到
達

ま
で
の
時
間
は
数
秒
か
ら
数
十
秒
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

緊
急
地
震
速
報
が
で
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
避
難
行
動
を
と
り
、
自
分
の
身
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要

で
す
。 

 

さ
つ
ま
町
で
考
え
ら
れ
る
の
は 求名下手地区で実施された町防災訓練 

 

さ
つ
ま
町
で
は
、
地
震
に
よ
る
木
造

住
宅
の
倒
壊
等
の
被
害
を
防
ぎ
、
安
全

な
建
築
物
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に

耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
工
事
の
費
用

に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補

助
金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
の
対
策
は 

地
域
で
の
対
策
は 

家具の転倒防止の一例 

 

詳
し
く
は
さ
つ
ま
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
建
設
課
建
築
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

緊
急
地
震
速
報
を
活
か
そ
う 
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平
成

18

年
６
月
１
日
か

ら
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

新
築
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ

い
よ
今
年
の
６
月
１
日
か
ら

『
す
べ
て
の
住
宅
へ
の
設
置

が
義
務
化
』
に
な
り
ま
し
た
。 

 

▼
現
在
の
さ
つ
ま
町
の
現
況 

 

現
在
の
さ
つ
ま
町
内
の 

設
置
状
況
は
、
設
置 

意
識
が
日
々
高
ま
っ 

て
お
り
、
約

81
％ 

の
設
置
率
と
な
っ 

て
い
ま
す
。
こ
の 

設
置
率
は
、
県
内 

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス 

の
設
置
率
と
な
っ
て
お 

り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の 

防
火
意
識
の
高
さ
を
示
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
約

19
％
の
ご
家
庭

は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
も
事

実
で
す
。 

 

▼
な
ぜ
設
置
が
義
務
化
に
？ 

建
物
火
災
で
の
死
者
の
発
生

原
因
の
ト
ッ
プ
は
『
逃
げ
遅
れ
』

に
よ
る
も
の
で
す
。
中
で
も
、

22
時
か
ら
翌
朝
６
時
の
就
寝

時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
背
景

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
寝

室
に
設
置
す
る
こ
と
で
火
災
の

発
生
を
早
く
知
り
、
ま
ず
避
難

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
住 

                

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

い
た
お
か
げ
で
、
火
災
に
至
ら

な
か
っ
た
な
ど
の
報
告
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。 

 

大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
も
、
１
日
で
も
早
い
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

▼
設
置
し
た
ら
申
請
を 

消
防
署
で
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
さ
れ
た
世
帯
に

「

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

済
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
無
料
で
交

付
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
設
置

率
の
算
定
に
も
活
用
し
て
い
ま 

                

す
の
で
、
既
に
警
報
器
を
設
置

し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
を
申
請
し
て

い
な
い
方
や
、
今
後
設
置
さ
れ

た
方
は
ス
テ
ッ
カ
ー
の
申
請
を

併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。 

 
申
請
は
消
防
署
の
ほ
か
、
役

場
安
全
安
心
対
策
課
、
各
支
所

総
務
係
で
も
で
き
ま
す
。 

                                

－3－ 

※ドライバー等の簡単な道具で取り付けで
きます。また、取り付けに特別な資格は
必要ありません。 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
か
ら
数
年
が
経
過
し

て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
電
池

の
寿
命
が
き
て
い
る
機
種
も

あ
り
ま
す
。 

い
ざ
と
い
う
と
き
に
鳴
ら

な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
家
庭
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
点
検
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま

た
は
２
級
所
持
者
の
う
ち
、

障
害
者
の
み
の
世
帯
及
び
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
に
つ
い
て
補
助
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
生
活
保
護
受
給
世

帯
に
つ
い
て
も
補
助
が
あ
り

ま
す
。 

 

要
件
等
に
つ
い
て
は
、
福

祉
課
福
祉
障
害
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 



                              

                              

                              

                              

                              

－4－ 

分団長 日高 浩一 

副分団長 有馬 隆志 以下 14 名 

管轄～宮之城屋地地区 

※平成 23 年 4 月 1 日現在 

分団長 楠八重 盛光 

副分団長 宮田 裕司 以下 13 名 

管轄～泊野区全域 

※平成 23 年 4 月 1 日現在 

 はじめに、東北地方大震災でお亡くなりになら

れたみなさまのご冥福をお祈りいたします。 

 泊野分団は、団員 13 名で防災活動をはじめ、

地域活性化活動など泊野公民館の地域活動の中心

的役割を担っています。 

 泊野は、町内でもっとも高齢化率の高い地域で

もあり、独居老人世帯も多いことから、かねてか

ら声かけ活動を重要視しながら消防活動に取り組

んでいます。 

 これからも、地域住民に慕われ信頼される団員

となるよう心がけながら活動していきます。 

 はじめに、東北の大地震でお亡くなりになられ

たみなさまのご冥福をお祈りいたします。 

 中央分団は、昭和 26 年第 1 回鹿児島県消防技

能技術大会においての優勝という輝かしい成績を

始め、消防人として多くの先輩たちに育てていた

だきました。 

我々もこの貢献に恥じないように日々努力精進

し、災害から住民の生命・財産を守るという任務

を遂行してまいります。 

 これからも地域の皆さまと予防消防に努め、身

近な防災機関として頑張ってまいります。 

消防団長 

末吉 義人（63 歳） 

副団長 

宮脇 純治（68 歳）

薩摩方面隊長 

原田 則光○新 

西部方面隊長 

長福 次美 

鶴田方面隊長 

丸尾 省吾○新 

柊

野
分

団
長 

前
野 
浩
司 

船

木
分

団
長 

紺
屋 

義
盛
○新 

中

央

分

団

長 

日
高 

浩
一
○新 

虎

居

分

団

長 

井
手
原 

清
美 

川

原
分

団
長 

竹
添 

正
光 

時

吉

分

団

長 
下
市 

博
彰 

佐

志

分

団

長 
小
川
内 

繁 

湯

田

分

団

長 

新
改 
義
則
○新 

山

崎
分

団
長 

上
村 

尚
○新 

二

渡
分

団
長 

折
小
野 

善
広
○新 

久
富
木
分
団
長 

三
浦 

優 

平

川
分

団
長 

北
原 

雅
士 

一
ツ
木
分
団
長 

井
上 

清
海 

白
男
川
分
団
長 

宮
脇 

俊
郎 

泊

野
分

団
長 

楠
八
重 

盛
光 

鶴

田

分

団

長 

萩
木
塲 

畩
生 

神

子

分

団

長 

大
野 

弘
○新 

柏

原
分

団

長 

上
川
畑 

繁 

紫

尾

分

団

長 

神
野 

眞
○新 

永

野
分

団
長 

城
戸 

伸
二 

求

名

分

団

長 

狩
宿 

悦
男
○新 

南
求
名
分
団
長 

宮
後 

文
春
○新 

中
津
川
分
団
長 

江
藤 

繁
隆 

 

こ
の
た
び
の
幹
部
改
選
に
伴

い
、
新
消
防
団
長
に
前
副
団
長
の

末
吉
義
人
氏
、
副
団
長
に
前
薩
摩

方
面
隊
長
の
宮
脇
純
治
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
つ
ま
町
の
安
全
安
心
の
た

め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
（
※ 

○新
は
新
任
） 

東部方面隊長 

西田 強 



     

３
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、

鹿
児
島
県
初
と
な
る
緊
急
消
防
援

助
隊
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。 

 

派
遣
は
、
県
下

15
本
部
か
ら

36

隊
（
指
揮
隊
１
隊
、
消
火
部
隊
４

隊
、
救
助
部
隊
４
隊
、
救
急
部
隊

８
隊
、
支
援
隊

19
隊
）
、
隊
員
１

０
８
名
と
な
り
、
さ
つ
ま
町
消
防

本
部
か
ら
は
、
救
急
隊
１
隊
３
名
、

支
援
隊
１
隊
２
名
が
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。 

 

派
遣
決
定
後
の
主
な
活
動
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。 

●
３
月

14
日 

総
務
省
消
防
庁

か
ら
派
遣
命
令
。
同
日

15
時

30

分
、
鹿
児
島
県
隊
全
隊
集
結
し

陸
路
で
出
動
。 

●
３
月

15
日 

静
岡
県
東
部
に

お
い
て
震
度
６
強
の
地
震
発
生
。

同
県
で
の
活
動
も
視
野
に
静
岡

県
消
防
学
校
に
て
待
機
命
令
。 

●
３
月

16
日 

静
岡
県
で
の
活

動
命
令
な
く
、
東
北
地
方
へ
向

け
て
移
動
開
始
。 

    

●
３
月

17
日 

線
量
計
に
よ
る

放
射
能
の
計
測
に
留
意
し
な
が

ら
福
島
県
を
通
過
し
、
進
出
拠

点
基
地
と
な
る
宮
城
県
涌
谷
町

の
涌
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
に
到
着
。 

               ●
３
月

18
日 

被
害
の
大
き
か

っ
た
石
巻
市
に
お
い
て
、
救
急

隊
は

24
時
間
体
制
で
救
急
要

請
へ
の
対
応
開
始
。 

    

和
歌
山
県
隊
・
北
海
道
隊
・
山

口
県
隊
と
と
も
に
、
新
潟
県
救

急
部
隊
長
の
指
揮
命
令
下
に
入

り
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
全

救
急
部
隊
は
運
用
さ
れ
た
。
搬

送
病
院
は
石
巻
赤
十
字
病
院
の

み
が
機
能
し
て
い
た
。 

 
 

そ
の
他
の
隊
は
石
巻
市
内
に

お
い
て
、
終
日
行
方
不
明
者
の

捜
索
活
動
に
従
事
。 

●
３
月

19
日 

救
急
隊
は

24
時

間
体
制
で
救
急
対
応
、
そ
の
他

の
隊
は
行
方
不
明
者
捜
索
や
火

災
出
動
に
従
事
。 

●
３
月

20
日 

救
急
隊
は

24
時

間
体
制
で
救
急
対
応
、
そ
の
他

の
隊
は
行
方
不
明
者
捜
索
に
従

事
。
同
日
の
午
前
零
時
を
も
っ

て
災
害
支
援
活
動
を
終
了
。 

●
３
月

21
日 
資
機
材
を
撤
収

し
、
被
災
地
で
の
活
動
終
了
。 

気温 2℃、積雪 5 ㎝のなか設置された鹿児島県隊のテン
ト群（※右端がさつま町消防本部のテント） 

●
３
月

22
日 

羽
田
空
港
か
ら

空
路
に
て
帰
隊
し
、
派
遣
終
了
。 

 

車
両
は
後
発
隊
に
て
移
送
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さつまフェスタで消防体験を

実施し、ちびっ子に大人気！ 
【消防フェスタ】 

消防ポンプの取り扱いなど、団

員の基礎を学びました。 
【新入団員・機関員合同訓練】

吉祥保育園幼年消防クラブ員

が元気にパレードしました。 
【秋季火災予防防火パレード】 

－5－ 


